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のモノ化は更に広く深く蔓延してしまっているように感じて

なりません。周りを見渡すと「女子力」「女子会」「女子アナ」

など、わざとらしい「女子」の強調もありますが、女性自身

でさえも、その深刻さに気付きづらい世の中となっています。

　今、身の回りであたかも普通のことのように存在している

性的モノ化に気づくには、慎重に研ぎ澄ました感覚を持つこ

とが必要です。

　普段気が付かなければ、昔からこうだからと伝

統とか歴史という名のもとに見過ごされている

女性差別があります。普段の生活に支障がなけれ

◆色々な場面で残っています
1991年、当時内閣官房長官だった森山真弓さんが、内閣

総理大臣に代わって大相撲初場所で優勝力士に内閣総理大臣

賞を贈ろうとしましたが、相撲協会は「相撲は日本の伝統文化

であり、神事である」として、女性が土俵にのぼることを拒否

しました。「女人禁制」は男女平等に反するとして賛否両論が
にょにんきんせい

噴出しました。

　あれから 26年、未だ「女人禁制」の風習が残っています。仏

教、神道（神事）、芸能、スポーツ（大相撲、甲子園の高校野球）、

祭り、山（修行の場としての大峰山）などです。

　古代日本は母系社会であったといわれています。天照大御
あまてらすおおみの

神や邪馬台国の女王卑弥呼は女性であり、女性が輝いていた
かみ

時代があったことがわかります。それがいつ頃から女性を蔑

視するようになったのでしょうか。「女人禁制」とは「女性蔑

視」を意味します。

「出会いカフェ」をご存知ですか。シングルスバー

と呼ばれる形態のものもあります。男女の出会いを

仲介する飲食店なのですが、多くは、女性との出会い

が目当ての男性から、店がお金をもらって成り立つ

構造のようです。　女性は無料または少額で、ドリン

クやお菓子を飲食したり、マンガを読んだり、化粧品

を自由に利用できるなど、そこでゆっくり過ごすこ

とができるよう工夫されています。

　「タダなんてラッキー、ここでお茶しよう！」と気

軽に利用する若い女性もいるそう。一見、安全に見え

ますが、女性が自分自身の時間を切り売りし、男性に

様々な期待をもたせている、ということはきちんと

自覚しなければなりません。

　女性の料金が無料か極端に低料金の場合、なぜ男

性に比べて安いのか、「ラッキー」では済まさずに考

え、自分自身を大切にする姿勢が必要です。

◆昔々に生まれた不思議な考え
　日本には古くから、女性は「穢れ」ているという考え方があ

けが

りました。「穢れ」とは、女性の出血（月経・出産）を指していま

す。血が流れるということを忌み嫌ったため、不浄の存在と

なったようです。

　すべての人間が女性から生まれていることを考えると、女

性が「穢れ」ているという考えはいかがなものでしょうか。

　また、仏教では修行の妨げになるとして、女性が修行の場へ

立入ることを禁じてきました。これには、女性は男性の心を乱

す煩悩とされ結界が生まれた、という説があります。心を乱す
ぼんのう

のは男性の側であり、女性に罪はないはずです。

　戦後70年が経ち、男女平等が叫ばれて久しいのですが、今

なお残る「女人禁制」の存在。「真の男女平等」の実現には、なお

長い年月を必要とするということでしょうか。

◆性的モノ化とは？
　ボディラインを強調した広告、美人コンテスト、過剰なまで

に女性の性を前面に出したアニメやコミックなど、女性の

「性」が商品化されています。女性がモノ化されていく現象は、

ますます増加しているようです。

　女性の「性的モノ化」とは女性の性的身体のみがその人格か

ら切り離され、単なる道具としてしか扱われないことです。女

性を、目的のための手段や道具として位置づけ、自立的である

こと、自己決定能力を持つことを拒絶しているのです。

◆「女子」の商品化
　「性的モノ化」は、1990年代盛んに議論されました。それ

から約30年、現在ではPCやスマートフォンなど情報機器の

広がりにより、情報の入手はいとも簡単に行うことができる

ようになりました。情報に簡単にアクセスできることで、女性

「ホン ト にいいの？」 な疑問

一昨年、ある市が観光 PR のために公認した、海女さ

んをモチーフにした「萌えキャラ」が物議を醸しまし

た。幼い顔に身体は大人で、裾をはだけた姿に「性的

な部分を過剰に強調していて不快だ」と、海女さん達

を含む市民が公認撤回を要望、市が撤回したのです。

　また別の市では、うなぎを少女に擬人化し、飼育す

るという「ふるさと納税」のPR動画も問題になりまし

た。

　そんなことに目くじらを立てなくても、という意

見もありますが、「少女の顔に胸を強調した女性キャ

ラ」をネットやメディアでよく目にします。女性を性

的なモノとして捉えて抵抗がない感性は、女性差別

につながりかねないのに、日常にすっかり浸透して

いるのが現状です。

　海外では、「これは児童ポルノでは」と指摘するこ

ともあるそう。

　ごく普通にこうした「萌えキャラ」がある状況を、

一度考えてみませんか。

1980年代、女性の婚期はクリスマスケーキに例えられていました。

クリスマスケーキは 26日以降、価値が落ちるため、女性も 26歳にな

るまでに結婚すべきだという考え方です。さすがに今はそのようなこと

は言われませんが、女性の身体について気を付けることがあります。

35歳以上で初めて出産することを「高齢出産」と呼び、近年増えて

きています。女性が仕事に打ち込み30代になり、そろそろ子どもが欲

しいと思ったとき、目の前にあるのは「高齢出産」です。胎児のときか

ら女性のおなかにある卵子は、年齢とともに老化してしまうため、妊娠

しやすい時期は 35歳までといわれています。最近では「卵子の冷凍保

存」という方法もひとつの選択肢としてあるようですが、体の機能とし

て、卵子は本人の意思や努力だけでは若く保つことはできません。妊娠

出産には年齢的な制限があるのです。

この言葉を耳にしたことはありますか？

平成28年に芦屋市が行った市民意識調査では、この言葉を聞いたことがあると答えた人は 3.1%でした。

「性と生殖に関する健康と権利」と訳されますが、その意味はあまり知られていません。これは、すべてのカップルと個

人が子どもをいつ何人産むかなどを、責任をもって自由に決定でき、そのための情報と手段を得ることができるという考

え方です。

　卵子の老化などをはじめとした、性と生殖に関する正確な情報を集め、自分がどのような仕事に就き、何歳くらいで子

どもを産みたいのかという人生の計画を早くから立てることは、とても大切なことです。

　また、女性が自由に人生を決定するためには、仕事か出産かのどちらか一つを選ぶのではなく、妊娠出産をしても、本

人が望めば仕事を続けていくことが容易にできる社会の仕組みづくりも必要ではないでしょうか。

キーワードは ...   「リプロダクティブ ・ ヘルス / ライツ」

ば、それでいいのでしょ

うか？女性が男性と同

じように参加したり、行

きたいところへ行ける

社会は実現しているの

でしょうか？今も、昔と

同じ根っこの女性差別

は、形を変えて出現して

いる ... ？！

出会いカフェの女性料金はなぜタダ？ 大き な胸に幼い顔の萌え キ ャ ラ って？


